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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤、緑、青の三原色の光のうち、第１の色の光および第２の色の光を透過させる第１の
カラーフィルタと、前記三原色の光のうち、前記第２の色の光および第３の色の光を透過
させる第２のカラーフィルタとを画素ごとに備え、前記三原色のうちの第１の色に対応す
る第１映像信号、第２の色に対応する第２映像信号、および第３の色に対応する第３映像
信号に応じた映像を表示する表示パネルと；
　伝達される第１発光信号に基づいて、前記三原色の光のうちの前記第２の色の光、また
は、前記三原色の光のうちの前記第１の色の光および前記第３の色の光を、第１入力光と
して前記表示パネルに入力する第１の発光部と；
　伝達される第２発光信号に基づいて、前記三原色の光のうちの前記第１入力光以外の色
の光を第２入力光として前記表示パネルに入力する第２の発光部と；
　前記第１の発光部を発光させるための前記第１発光信号と、前記第２の発光部を発光さ
せるための前記第２発光信号と、入力された前記第１映像信号、前記第２映像信号、およ
び前記第３映像信号のうちの前記第１入力光に対応する色の映像信号と、入力された前記
第１映像信号、前記第２映像信号、および前記第３映像信号のうちの前記第２入力光に対
応する色の映像信号とを、選択的に出力する発光制御部と；
　を備え、
　前記三原色の光のうちの前記第２の色の光を前記表示パネルに入力する前記第１の発光
部、または前記第２の発光部は、前記第２の色の光を発光する光源を有し、
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　前記三原色の光のうちの前記第１の色の光および前記第３の色の光を前記表示パネルに
入力する前記第１の発光部、または前記第２の発光部は、前記第１の色の光を発光する光
源と、光が入力されると前記第３の色の出力光を出力する前記第３の色の蛍光体とを有し
、
　前記発光制御部は、
　第１サブフレームと第２サブフレームとに分割された１フレーム期間のうち前記第１サ
ブフレームには、前記第１の発光部への前記第１発光信号の出力と、前記表示パネルへの
前記第１入力光に対応する色の映像信号の出力とを同期して行い、
　前記第２サブフレームには、前記第２の発光部への前記第２発光信号の出力と、前記表
示パネルへの前記第２入力光に対応する色の映像信号の出力とを同期して行う、表示装置
。
【請求項２】
　前記第１の色の光を発光する光源と前記第２の色の光を発光する光源とは、赤の光を発
光する光源、緑の光を発光する光源、および青の光を発光する光源のうちの、発光輝度の
経時劣化速度の相対的な差がより小さい２つの光源である、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１の色の光を発光する光源は、緑の光を発光する緑色発光ダイオード、または青
の光を発光する青色発光ダイオードのうちの一方の発光ダイオードであり、
　前記第２の色の光を発光する光源は、前記緑色発光ダイオード、または前記青色発光ダ
イオードのうちの他方の発光ダイオードであり、
　前記第３の色の蛍光体は、赤の出力光を出力する赤の蛍光体である、請求項２に記載の
表示装置。
【請求項４】
　赤、緑、青の三原色の光のうち、第１の色の光および第２の色の光を透過させる第１の
カラーフィルタと、前記三原色の光のうち、前記第２の色の光および第３の色の光を透過
させる第２のカラーフィルタとを画素ごとに備え、前記三原色のうちの第１の色に対応す
る第１映像信号、第２の色に対応する第２映像信号、および第３の色に対応する第３映像
信号に応じた映像を表示する表示パネルと；
　伝達される第１発光信号に基づいて、前記三原色の光のうちの前記第２の色の光、また
は、前記三原色の光のうちの前記第１の色の光および前記第３の色の光を、第１入力光と
して前記表示パネルに入力する第１の発光部と；
　伝達される第２発光信号に基づいて、前記三原色の光のうちの前記第１入力光以外の色
の光を第２入力光として前記表示パネルに入力する第２の発光部と；
　前記第１の発光部を発光させるための前記第１発光信号と、前記第２の発光部を発光さ
せるための前記第２発光信号と、入力された前記第１映像信号、前記第２映像信号、およ
び前記第３映像信号のうちの前記第１入力光に対応する色の映像信号と、入力された前記
第１映像信号、前記第２映像信号、および前記第３映像信号のうちの前記第２入力光に対
応する色の映像信号とを、選択的に出力する発光制御部と；
　を備え、
　前記第１の発光部と前記第２の発光部とは、光源を１種類ずつ有し、
　前記第１の発光部が有する光源が発する光の色と、前記第２の発光部が有する光源が発
する光の色とは、相異なり、
　前記発光制御部は、
　第１サブフレームと第２サブフレームとに分割された１フレーム期間のうち前記第１サ
ブフレームには、前記第１の発光部への前記第１発光信号の出力と、前記表示パネルへの
前記第１入力光に対応する色の映像信号の出力とを同期して行い、
　前記第２サブフレームには、前記第２の発光部への前記第２発光信号の出力と、前記表
示パネルへの前記第２入力光に対応する色の映像信号の出力とを同期して行う、表示装置
。
【請求項５】
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　前記第１のカラーフィルタは、青の光および緑の光を透過させるシアンフィルタ、また
は、赤の光および緑の光を透過させるイエローフィルタのうちの一方のカラーフィルタで
あり、
　前記第２のカラーフィルタは、前記シアンフィルタ、または、前記イエローフィルタの
うちの他方のカラーフィルタである、請求項１～４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　入力される映像信号に基づいて、前記第１映像信号、前記第２映像信号、および前記第
３映像信号を生成する映像信号処理部をさらに備え、
　前記発光制御部には、前記映像信号処理部が生成した前記第１映像信号、前記第２映像
信号、および前記第３映像信号が入力される、請求項１～４のいずれか１項に記載の表示
装置。
【請求項７】
　第１サブフレームと第２サブフレームとに分割された１フレーム期間のうちの前記第１
サブフレームにおいて、入力された映像信号に応じた映像を表示する表示パネルに対して
赤、緑、青の三原色の光のうちの第２の色の光、または、前記三原色の光のうちの第１の
色の光および第３の色の光を第１入力光として入力させるための第１発光信号を、第１発
光部に伝達する第１ステップと；
　前記第１ステップにおける前記第１発光信号の伝達と同期して、前記第１入力光に対応
する色の映像信号を前記表示パネルに伝達する第２ステップと；
　前記第２サブフレームにおいて、前記表示パネルに対して前記三原色の光のうちの前記
第１入力光以外の色の光を第２入力光として入力させるための第２発光信号を、第２発光
部に伝達する第３ステップと；
　前記第３ステップにおける前記第２発光信号の伝達と同期して、前記第２入力光に対応
する色の映像信号を前記表示パネルに伝達する第４ステップと；
　を有し、
　前記表示パネルは、前記三原色の光のうち、前記第１の色の光および前記第２の色の光
を透過させる第１のカラーフィルタと、前記三原色の光のうち、前記第２の色の光および
前記第３の色の光を透過させる第２のカラーフィルタとを画素ごとに備え、
　前記第１発光部は、前記第１ステップにおいて伝達される第１発光信号に基づいて前記
第１入力光を前記表示パネルに入力し、
　前記第２発光部は、前記第３ステップにおいて伝達される第２発光信号に基づいて、前
記第２入力光を前記表示パネルに入力し、
　前記三原色の光のうちの前記第２の色の光を前記表示パネルに入力する前記第１の発光
部、または前記第２の発光部は、前記第２の色の光を発光する光源を有し、
　前記三原色の光のうちの前記第１の色の光および前記第３の色の光を前記表示パネルに
入力する前記第１の発光部、または前記第２の発光部は、前記第１の色の光を発光する光
源と、光が入力されると前記第３の色の出力光を出力する前記第３の色の蛍光体とを有す
る、表示方法。
【請求項８】
　第１サブフレームと第２サブフレームとに分割された１フレーム期間のうちの前記第１
サブフレームにおいて、入力された映像信号に応じた映像を表示する表示パネルに対して
赤、緑、青の三原色の光のうちの第２の色の光、または、前記三原色の光のうちの第１の
色の光および第３の色の光を第１入力光として入力させるための第１発光信号を、第１発
光部に伝達する第１ステップと；
　前記第１ステップにおける前記第１発光信号の伝達と同期して、前記第１入力光に対応
する色の映像信号を前記表示パネルに伝達する第２ステップと；
　前記第２サブフレームにおいて、前記表示パネルに対して前記三原色の光のうちの前記
第１入力光以外の色の光を第２入力光として入力させるための第２発光信号を、第２発光
部に伝達する第３ステップと；
　前記第３ステップにおける前記第２発光信号の伝達と同期して、前記第２入力光に対応
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する色の映像信号を前記表示パネルに伝達する第４ステップと；
　を有し、
　前記表示パネルは、前記三原色の光のうち、前記第１の色の光および前記第２の色の光
を透過させる第１のカラーフィルタと、前記三原色の光のうち、前記第２の色の光および
前記第３の色の光を透過させる第２のカラーフィルタとを画素ごとに備え、
　前記第１発光部は、前記第１ステップにおいて伝達される第１発光信号に基づいて前記
第１入力光を前記表示パネルに入力し、
　前記第２発光部は、前記第３ステップにおいて伝達される第２発光信号に基づいて、前
記第２入力光を前記表示パネルに入力し、
　前記第１の発光部と前記第２の発光部とは、光源を１種類ずつ有し、
　前記第１の発光部が有する光源が発する光の色と、前記第２の発光部が有する光源が発
する光の色とは、相異なる、表示方法。
【請求項９】
　入力される映像信号に基づいて、赤、緑、青の三原色のうちの第１の色に対応する第１
映像信号、第２の色に対応する第２映像信号、および第３の色に対応する第３映像信号を
生成する映像信号処理部と；
　前記映像信号処理部において生成された前記第１映像信号、前記第２映像信号、前記第
３映像信号に基づく映像を表示する表示部と；
　を備え、
　前記表示部は、
　前記三原色の光のうち、第１の色の光および第２の色の光を透過させる第１のカラーフ
ィルタと、前記三原色の光のうち、前記第２の色の光および第３の色の光を透過させる第
２のカラーフィルタとを画素ごとに備え、伝達される前記第１映像信号、前記第２映像信
号、前記第３映像信号に応じた映像を表示する表示パネルと；
　伝達される第１発光信号に基づいて、前記三原色の光のうちの前記第２の色の光、また
は、前記三原色の光のうちの前記第１の色の光および前記第３の色の光を、第１入力光と
して前記表示パネルに入力する第１の発光部と；
　伝達される第２発光信号に基づいて、前記三原色の光のうちの前記第１入力光以外の色
の光を第２入力光として前記表示パネルに入力する第２の発光部と；
　前記第１の発光部を発光させるための前記第１発光信号と、前記第２の発光部を発光さ
せるための前記第２発光信号と、前記映像信号処理部が生成した前記第１映像信号、前記
第２映像信号、および前記第３映像信号のうちの前記第１入力光に対応する色の映像信号
と、前記映像信号処理部が生成した前記第１映像信号、前記第２映像信号、および前記第
３映像信号のうちの前記第２入力光に対応する色の映像信号とを、選択的に出力する発光
制御部と；
　を備え、
　前記三原色の光のうちの前記第２の色の光を前記表示パネルに入力する前記第１の発光
部、または前記第２の発光部は、前記第２の色の光を発光する光源を有し、
　前記三原色の光のうちの前記第１の色の光および前記第３の色の光を前記表示パネルに
入力する前記第１の発光部、または前記第２の発光部は、前記第１の色の光を発光する光
源と、光が入力されると前記第３の色の出力光を出力する前記第３の色の蛍光体とを有し
、
　前記発光制御部は、
　第１サブフレームと第２サブフレームとに分割された１フレーム期間のうち前記第１サ
ブフレームには、前記第１の発光部への前記第１発光信号の出力と、前記表示パネルへの
前記第１入力光に対応する色の映像信号の出力とを同期して行い、
　前記第２サブフレームには、前記第２の発光部への前記第２発光信号の出力と、前記表
示パネルへの前記第２入力光に対応する色の映像信号の出力とを同期して行う、電子機器
。
【請求項１０】
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　入力される映像信号に基づいて、赤、緑、青の三原色のうちの第１の色に対応する第１
映像信号、第２の色に対応する第２映像信号、および第３の色に対応する第３映像信号を
生成する映像信号処理部と；
　前記映像信号処理部において生成された前記第１映像信号、前記第２映像信号、前記第
３映像信号に基づく映像を表示する表示部と；
　を備え、
　前記表示部は、
　前記三原色の光のうち、第１の色の光および第２の色の光を透過させる第１のカラーフ
ィルタと、前記三原色の光のうち、前記第２の色の光および第３の色の光を透過させる第
２のカラーフィルタとを画素ごとに備え、伝達される前記第１映像信号、前記第２映像信
号、前記第３映像信号に応じた映像を表示する表示パネルと；
　伝達される第１発光信号に基づいて、前記三原色の光のうちの前記第２の色の光、また
は、前記三原色の光のうちの前記第１の色の光および前記第３の色の光を、第１入力光と
して前記表示パネルに入力する第１の発光部と；
　伝達される第２発光信号に基づいて、前記三原色の光のうちの前記第１入力光以外の色
の光を第２入力光として前記表示パネルに入力する第２の発光部と；
　前記第１の発光部を発光させるための前記第１発光信号と、前記第２の発光部を発光さ
せるための前記第２発光信号と、前記映像信号処理部が生成した前記第１映像信号、前記
第２映像信号、および前記第３映像信号のうちの前記第１入力光に対応する色の映像信号
と、前記映像信号処理部が生成した前記第１映像信号、前記第２映像信号、および前記第
３映像信号のうちの前記第２入力光に対応する色の映像信号とを、選択的に出力する発光
制御部と；
　を備え、
　前記第１の発光部と前記第２の発光部とは、光源を１種類ずつ有し、
　前記第１の発光部が有する光源が発する光の色と、前記第２の発光部が有する光源が発
する光の色とは、相異なり、
　前記発光制御部は、
　第１サブフレームと第２サブフレームとに分割された１フレーム期間のうち前記第１サ
ブフレームには、前記第１の発光部への前記第１発光信号の出力と、前記表示パネルへの
前記第１入力光に対応する色の映像信号の出力とを同期して行い、
　前記第２サブフレームには、前記第２の発光部への前記第２発光信号の出力と、前記表
示パネルへの前記第２入力光に対応する色の映像信号の出力とを同期して行う、電子機器
。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置、表示方法、および電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＣＲＴディスプレイ（Cathode　Ray　Tube　display）に替わる表示装置として
、有機ＥＬディスプレイ（organic　ElectroLuminescence　display；または、ＯＬＥＤ
ディスプレイ（Organic　Light　Emitting　Diode　display）ともよばれる。）、ＦＥＤ
（Field　Emission　Display；電界放出ディスプレイ）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ；Li
quid　Crystal　Display）、ＰＤＰ（Plasma　Display　Panel；プラズマディスプレイ）
など様々な表示装置が開発されている。上記のような様々な表示装置のうち、液晶ディス
プレイは、例えば、低消費電力での駆動が可能であり、また、生産技術が成熟して低価格
化が進んでいることから、ＣＲＴディスプレイに替わる次世代の表示装置として加速度的
に普及している。
【０００３】
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　液晶ディスプレイは、例えば、液晶シャッターを備える液晶パネルと、光源（例えば、
バックライト）と、当該光源が発する光を当該液晶パネルに入力する偏光板とを備える非
自発光型の表示装置である。また、液晶ディスプレイが備える光源としては、例えば、冷
陰極管（ＣＣＦＬ：Cold　Cathode　Fluorescent　Lamp）や、発光ダイオード（ＬＥＤ：
Light　Emitting　Diode）などが挙げられる。ここで、上記冷陰極管は、蛍光管内に水銀
が封入される構成であるため、環境へ悪影響を及ぼす可能性があり、また発光に高電圧が
必要となる。よって、近年の液晶ディスプレイでは、発光ダイオードが光源として用いら
れることが多い。
【０００４】
　また、近年、青色の光を発する青色発光ダイオードが実用化されたことから、液晶ディ
スプレイでは、赤、緑、青の三原色の光をそれぞれ発する発光ダイオード（赤色発光ダイ
オード／緑色発光ダイオード／青色発光ダイオード）を用いた光源が用いられている。上
記のように、赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオード、および青色発光ダイオードを光
源として用いることによって、液晶ディスプレイは、より忠実な白色の光を発光すること
が可能となった。しかしながら、上記各発光ダイドオードは、例えば、材料などの違いに
よって、劣化の仕方や動作温度による発光特性などが異なる。したがって、赤色発光ダイ
オード、緑色発光ダイオード、および青色発光ダイオードを光源として用いる液晶ディス
プレイでは、光源から発せられる光を検出し、検出結果をフィードバックすることによっ
て、発光制御（色制御）を行っている。
【０００５】
　このような中、別途の光源を有する非発光型の表示装置において発光制御のためのフィ
ードバック系をより簡素化する技術が開発されている。別途の光源を有する非発光型の表
示装置において一系統のフィードバックにより発光制御を行う技術としては、例えば、特
許文献１が挙げられる。
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－２８６３５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　別途の光源を有する非発光型の表示装置（以下、単に「非発光型の表示装置」とよぶ場
合がある。）において発光制御のためのフィードバックをより簡素化する従来の技術が適
用された従来の表示装置（以下、単に「従来の表示装置」とよぶ場合がある。）は、一系
統のフィードバックループしか有さない。そのため、従来の表示装置では、フィードバッ
クループに要するコストをより削減することができる。しかしながら、従来の表示装置は
、依然として発光制御のためのフィードバック系を必要とするため、当該フィードバック
系を備えることによるコスト増は避けられない。
【０００８】
　また、液晶ディスプレイなどの非発光型の表示装置は、例えば、携帯電話や、ＷＡＬＫ
　ＭＡＮ（登録商標）などの映像／音楽再生装置、ＰｌａｙＳｔａｔｉｏｎ　Ｐｏｒｔａ
ｂｌｅ（登録商標）などの携帯型ゲーム機など、可搬型の機器（いわゆるモバイル機器）
に適用されることも多い。そして、これらの機器では、より一層の小型化や軽量化が望ま
れている。しかしながら、従来の表示装置は、発光制御のためのフィードバック系を必要
とするため、当然のことながらフィードバック系を構成する回路等が必要となる。つまり
、従来の表示装置では、フィードバック系を構成する回路等を設置するスペースが必要で
あり、また当該回路等による重量の増加は避けられない。したがって、従来の表示装置が
、例えば上記のような可搬型の機器に適用された場合には、より一層の小型化や軽量化は
望むべくもない。
【０００９】
　さらに、非発光型の表示装置において発光制御のためのフィードバックをより簡素化す
る従来の技術は、発光制御のためのフィードバックをより簡素化を図っているに過ぎず、
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表示される映像（静止画像／動画像）の高画質化については何らの考慮もなされていない
。したがって、従来の技術が適用された従来の表示装置では、表示される映像（静止画像
／動画像）の高画質化は望めない
【００１０】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところは、別途
の光源を有する非発光型の表示装置において発光制御のためのフィードバック系の不要化
と高画質化とを図ることが可能な、新規かつ改良された表示装置、表示方法、および電子
機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明の第１の観点によれば、赤、緑、青の三原色の光の
うちの２つの色の光を透過させる第１のカラーフィルタと、上記三原色の光のうちの２つ
の色の光を透過させ上記第１のカラーフィルタとは透過させる色が異なる第２のカラーフ
ィルタとを画素ごとに備え、上記三原色のうちの第１の色に対応する第１映像信号、第２
の色に対応する第２映像信号、および第３の色に対応する第３映像信号に応じた映像を表
示する表示パネルと、緑の光を発光する緑色発光ダイオードまたは青の光を発光する青色
発光ダイオードを光源として備え、伝達される第１発光信号に基づいて上記三原色の光の
うちの少なくとも１つの色の光を第１入力光として上記表示パネルに入力する第１の発光
部と、緑色発光ダイオードまたは青色発光ダイオードを光源として備え、伝達される第２
発光信号に基づいて、上記三原色の光のうちの上記第１入力光以外の色の光を第２入力光
として上記表示パネルに入力する第２の発光部と、上記第１の発光部を発光させるための
上記第１発光信号と、上記第２の発光部を発光させるための上記第２発光信号と、入力さ
れた上記第１映像信号、上記第２映像信号、および上記第３映像信号のうちの上記第１入
力光に対応する色の映像信号と、上記第２入力光に対応する色の映像信号とを、選択的に
出力する発光制御部とを備え、上記発光制御部は、１フレーム期間を第１サブフレームと
第２サブフレームとに分割し、上記第１サブフレームには、上記第１の発光部への上記第
１発光信号の出力と、上記表示パネルへの上記第１入力光に対応する色の映像信号の出力
とを同期して行い、上記第２サブフレームには、上記第２の発光部への上記第２発光信号
の出力と、上記表示パネルへの上記第２入力光に対応する色の映像信号の出力とを同期し
て行う表示装置が提供される。
【００１２】
　かかる構成により、別途の光源を有する非発光型の表示装置において発光制御のための
フィードバック系の不要化と高画質化とを図ることができる。
【００１３】
　また、上記第１の発光部、上記第２の発光部それぞれは、緑色発光ダイオード、または
、青色発光ダイオードおよび光が入力されると赤の出力光を出力する赤の蛍光体のいずれ
かで構成されてもよい。
【００１４】
　また、上記第１のカラーフィルタ、上記第２のカラーフィルタは、青の光および緑の光
を透過させるシアンフィルタ、または、赤の光および緑の光を透過させるイエローフィル
タのいずれかで構成されてもよい。
【００１５】
　また、入力される映像信号に基づいて、上記第１映像信号、上記第２映像信号、および
上記第３映像信号を生成する映像信号処理部をさらに備え、上記発光制御部には、上記映
像信号処理部が生成した上記第１映像信号、上記第２映像信号、および上記第３映像信号
が入力されてもよい。
【００１６】
　また、上記目的を達成するために、本発明の第２の観点によれば、第１サブフレームと
第２サブフレームとに分割された１フレーム期間のうちの上記第１サブフレームにおいて
、入力された映像信号に応じた映像を表示する表示パネルに対して赤、緑、青の三原色の
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光のうちの少なくとも１つの色の光を第１入力光として入力させるための第１発光信号を
、第１発光部に伝達する第１ステップと、上記第１ステップにおける上記第１発光信号の
伝達と同期して、上記第１入力光に対応する色の映像信号を上記表示パネルに伝達する第
２ステップと、上記第２サブフレームにおいて、上記表示パネルに対して上記三原色の光
のうちの上記第１入力光以外の色の光を第２入力光として入力させるための第２発光信号
を、第２発光部に伝達する第３ステップと、上記第３ステップにおける上記第２発光信号
の伝達と同期して、上記第２入力光に対応する色の映像信号を上記表示パネルに伝達する
第４ステップとを有し、上記表示パネルは、上記三原色の光のうちの２つの色の光を透過
させる第１のカラーフィルタと、上記三原色の光のうちの２つの色の光を透過させ上記第
１のカラーフィルタとは透過させる色が異なる第２のカラーフィルタとを画素ごとに備え
、上記第１発光部は、緑の光を発光する緑色発光ダイオードまたは青の光を発光する青色
発光ダイオードを光源として備え、上記第１伝達ステップにおいて伝達される第１発光信
号に基づいて上記第１入力光を上記表示パネルに入力し、上記第２発光部は、緑色発光ダ
イオードまたは青色発光ダイオードを光源として備え、上記第２伝達ステップにおいて伝
達される第２発光信号に基づいて、上記第２入力光を上記表示パネルに入力する表示方法
が提供される。
【００１７】
　かかる方法を用いることにより、別途の光源を有する非発光型の表示装置において発光
制御のためのフィードバック系の不要化と高画質化とを図ることができる。
【００１８】
　また、上記目的を達成するために、本発明の第３の観点によれば、入力される映像信号
に基づいて、赤、緑、青の三原色のうちの第１の色に対応する第１映像信号、第２の色に
対応する第２映像信号、および第３の色に対応する第３映像信号を生成する映像信号処理
部と、上記映像信号処理部において生成された上記第１映像信号、上記第２映像信号、上
記第３映像信号に基づく映像を表示する表示部とを備え、上記表示部は、上記三原色の光
のうちの２つの色の光を透過させる第１のカラーフィルタと、上記三原色の光のうちの２
つの色の光を透過させ上記第１のカラーフィルタとは透過させる色が異なる第２のカラー
フィルタとを画素ごとに備え、伝達される上記第１映像信号、上記第２映像信号、上記第
３映像信号に応じた映像を表示する表示パネルと、緑の光を発光する緑色発光ダイオード
または青の光を発光する青色発光ダイオードを光源として備え、伝達される第１発光信号
に基づいて上記三原色の光のうちの少なくとも１つの色の光を第１入力光として上記表示
パネルに入力する第１の発光部と、緑色発光ダイオードまたは青色発光ダイオードを光源
として備え、伝達される第２発光信号に基づいて、上記三原色の光のうちの上記第１入力
光以外の色の光を第２入力光として上記表示パネルに入力する第２の発光部と、上記第１
の発光部を発光させるための上記第１発光信号と、上記第２の発光部を発光させるための
上記第２発光信号と、上記映像信号処理部が生成した上記第１映像信号、上記第２映像信
号、および上記第３映像信号のうちの上記第１入力光に対応する色の映像信号と、上記第
２入力光に対応する色の映像信号とを、選択的に出力する発光制御部とを備え、上記発光
制御部は、１フレーム期間を第１サブフレームと第２サブフレームとに分割し、上記第１
サブフレームには、上記第１の発光部への上記第１発光信号の出力と、上記表示パネルへ
の上記第１入力光に対応する色の映像信号の出力とを同期して行い、上記第２サブフレー
ムには、上記第２の発光部への上記第２発光信号の出力と、上記表示パネルへの上記第２
入力光に対応する色の映像信号の出力とを同期して行う電子機器が提供される。
【００１９】
　かかる構成により、別途の光源を有する非発光型の表示装置において発光制御のための
フィードバック系の不要化と高画質化とを図ることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、別途の光源を有する非発光型の表示装置において発光制御のためのフ
ィードバック系の不要化と高画質化とを図ることができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２２】
　なお、以下では、本発明の実施形態に係る表示装置として、液晶ディスプレイを例に挙
げて説明するが、本発明の実施形態に係る表示装置は、上記に限られない。例えば、本発
明の実施形態に係る表示装置は、デジタル・マイクロミラー・デバイス（ＤＭＤ；Digita
l　Micromirror　Device）など、別途の光源を有する非発光型の表示装置に適用すること
ができる。また、以下では、本発明の実施形態に係る表示装置が、入力される映像信号に
応じた映像を表示するものとして説明するが、本発明の実施形態に係る映像（または、「
画像」とよぶ場合もある。）は、動画像であってもよいし、静止画像であってもよい。ま
た、本発明の実施形態に係る表示装置に入力される映像信号は、例えば、デジタル放送な
どで用いられるデジタル信号であってもよいし、アナログ放送などで用いられるアナログ
信号であってもよい。
【００２３】
　また、以下では、下記に示す順序で説明を行う。
　　１．本発明の実施形態に係るアプローチ
　　２．本発明の実施形態に係る表示装置
　　３．本発明の実施形態に係る表示方法
【００２４】
（本発明の実施形態に係るアプローチ）
　まず、本発明の実施形態に係る表示装置（以下、「表示装置１００」とよぶ場合がある
。）における発光制御のためのフィードバック系の不要化と高画質化とを図るためのアプ
ローチについて説明する。
【００２５】
　本発明の実施形態に係る表示装置１００は、（１）光源と、（２）表示方式との２つの
観点からアプローチすることによって、発光制御のためのフィードバック系の不要化と高
画質化とを図る。
【００２６】
（１）光源に係るアプローチ
　表示装置１００は、赤（Red。以下、「Ｒ」という。）、緑（Green。以下、「Ｇ」とい
う。）、青（Blue。以下、「Ｂ」という。）の三原色の光のうちの少なくとも１つの色の
光を第１入力光として発する第１の光源（第１の発光部）と、ＲＧＢの三原色の光のうち
の第１入力光以外の色の光を第２入力光として発する第２の光源（第２の発光部）とを備
える。また、表示装置１００は、第１の光源、第２の光源のいずれか一方をＧの光を発す
る緑色発光ダイオードで構成し、他方をＢの光を発する青色発光ダイオードで構成する。
また、表示装置１００は、第１の光源または第２の光源のいずれかに、光が入力されると
Ｒの光を出力するＲの蛍光体（以下、「蛍光体（Ｒ）」という。）を備えることによって
、さらにＲの光を実現する。なお、以下では、発光ダイオードをＬＥＤとよぶ場合があり
、また、ＲＧＢ各色のＬＥＤを、それぞれＬＥＤ（Ｒ）、ＬＥＤ（Ｇ）、ＬＥＤ（Ｂ）と
よぶ場合がある。
【００２７】
〔第１の光源、第２の光源の構成例〕
　図１～図３は、本発明の実施形態に係る第１の光源（第１の発光部）、第２の光源（第
２の発光部）の構成例を説明するための説明図である。ここで、図１、図２は、それぞれ
本発明の実施形態に係る光源の一例を示しており、いずれか一方が第１の光源となり、他
方が第２の光源となる。また、図３は、図２に示す光源が発する光の特性を示している。
また、図４は、本発明の実施形態に係る第１の光源（第１の発光部）、および第２の光源
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（第２の発光部）のスペクトルイメージの一例を示す説明図である。ここで、図４は、表
示装置１００が、図１に示す光源および図２に示す光源を備える場合におけるスペクトル
イメージの一例を示している。
【００２８】
　図１に示す光源は、ＬＥＤ（Ｇ）を備え、Ｇの光を発する（図４に示す“ＬＥＤ（Ｇ）
”）。また、図２に示す光源は、ＬＥＤ（Ｂ）と、複数の蛍光体（Ｒ）とを備え、ＬＥＤ
（Ｂ）の発光によるＢの光と、蛍光体（Ｒ）から出力されるＲの光とを発する（図３、お
よび図４に示す“ＬＥＤ（Ｂ）＋蛍光体（Ｒ）”）。
【００２９】
　表示装置１００は、例えば、図１、図２に示す構成の第１の光源、第２の光源を備える
ことによって、発光制御のためのフィードバック系の不要化を図ることができる。以下に
、その理由を示す。
【００３０】
　図５Ａ～図５Ｃは、本発明の実施形態に係る発光制御のためのフィードバック系の不要
化を図るためのアプローチを説明するための第１の説明図であり、各色のＬＥＤにおける
動作温度ごとの発光特性の一例を示している。ここで、図５ＡはＬＥＤ（Ｒ）の発光特性
を示しており、また、図５ＢはＬＥＤ（Ｇ）の発光特性、図５ＣはＬＥＤ（Ｂ）の発光特
性をそれぞれ示している。また、図５Ａ～図５Ｃに示すａは、摂氏－２０度における発光
特性を示しており、ｂは摂氏２５度における発光特性、ｃは摂氏８５度における発光特性
をそれぞれ示している。
【００３１】
　図５Ａ～図５Ｃを参照すると、ＬＥＤ（Ｇ）とＬＥＤ（Ｂ）とは、同様の発光特性を有
することが分かる。
【００３２】
　図６は、本発明の実施形態に係る発光制御のためのフィードバック系の不要化を図るた
めの光源に係るアプローチを説明するための第２の説明図であり、各色のＬＥＤの経時劣
化の一例を示している。
【００３３】
　図６を参照すると、ＬＥＤ（Ｇ）とＬＥＤ（Ｂ）とは、経時劣化の速度が同様であるこ
とが分かる。
【００３４】
　図５Ａ～図５Ｃ、図６に示すように、ＬＥＤ（Ｇ）とＬＥＤ（Ｂ）とは、発光特性およ
び経時劣化の速度が同様である。これは、ＬＥＤ（Ｇ）とＬＥＤ（Ｂ）とを構成する基本
材料が、同一系統の材料であるためである。これに対して、ＬＥＤ（Ｒ）は、基本材料が
ＬＥＤ（Ｇ）およびＬＥＤ（Ｂ）と異なるため、ＬＥＤ（Ｒ）は、図５Ａ～図５Ｃ、図６
に示すように、発光特性および経時劣化の速度がＬＥＤ（Ｇ）およびＬＥＤ（Ｂ）と大き
く異なる。本発明の実施形態では上記ＬＥＤの特性に着目して、図１、図２に示すように
、同様の特性を有するＬＥＤ（Ｇ）とＬＥＤ（Ｂ）とをそれぞれ光源に用いる。
【００３５】
　図７は、図２に示す構成の光源（ＬＥＤ（Ｂ）＋蛍光体（Ｒ））と、赤色発光ダイオー
ド（ＬＥＤ（Ｒ））を備える光源とにおける経時劣化の一例を示す説明図である。図７に
示ように、図２に示す構成の光源は、ＬＥＤ（Ｒ）を備える光源よりも経時劣化の速度が
遅いことが分かる。また、図７では示していないが、図６に示すように、ＬＥＤ（Ｇ）と
ＬＥＤ（Ｂ）とは、経時劣化の速度が同様である。
【００３６】
　したがって、表示装置１００は、図１、図２に示すように、同様の特性を有するＬＥＤ
（Ｇ）とＬＥＤ（Ｂ）とを光源として用いることによって、例えば、動作温度や経時変化
により生じうる光源が発する光のバランスが崩れることを防止することができる。つまり
、表示装置１００では、従来の表示装置のように、フィードバックによって発光制御を行
う必要はない。したがって、表示装置１００は、発光制御のためのフィードバック系の不
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要化を図ることができる。
【００３７】
　なお、本発明の実施形態に係る第１の光源、第２の光源の構成は、図１、図２の構成に
限られない。例えば、本発明の実施形態に係る第１の光源、第２の光源は、ＬＥＤ（Ｇ）
および複数の蛍光体（Ｒ）とを備える光源と、ＬＥＤ（Ｂ）を備える光源とで構成するこ
ともできる。以下では、表示装置１００が、図１、図２に示す光源を備える場合を例に挙
げて説明する。また、後述する表示装置１００の構成においても示すが、本発明の実施形
態に係る第１の光源、第２の光源は、それぞれ図１または図２に示す光源を複数備えるこ
ともできる。
【００３８】
（２）表示方式に係るアプローチ
　次に、本発明の実施形態に係る表示装置１００における表示方式に係るアプローチにつ
いて説明する。ここで、本発明の実施形態に係る表示方式に係るアプローチは、表示装置
１００における高画質化を図るためのアプローチに相当する。
【００３９】
　非発光型の表示装置である液晶ディスプレイにおけるカラーの映像（動画像／静止画像
）の表示方法としては、例えば、カラーフィルタ方式と、フィールドシーケンシャル方式
とが挙げられる。
【００４０】
　ここで、カラーフィルタ方式とは、特定の色の光を透過させるカラーフィルタを画素ご
とに備え、各カラーフィルタを透過する光の割合を調整することによって、カラーの映像
を表示する方式である。各画素に設けられる上記カラーフィルタとしては、例えば、Ｒの
光を透過させる赤カラーフィルタ、Ｇの光を透過させる緑カラーフィルタ、Ｂの光を透過
させる青カラーフィルタの三色のカラーフィルタが挙げられる。ここで、カラーフィルタ
方式では、ＲＧＢ三色のカラーフィルタそれぞれによる光吸収によって、光源から発せら
れた光の減衰（約１／３程度に減衰する。）が起こる。したがって、カラーフィルタ方式
を用いた液晶ディスプレイでは、発光効率が低下するというデメリットが生じる。
【００４１】
　また、フィールドシーケンシャル方式とは、ＲＧＢの各色の光を光源から順次表示パネ
ルに入力し、光源による各色の光の入力と同期して、対応する色の画像を表示パネルに表
示させる方式である。フィールドシーケンシャル方式は、ＲＧＢの各色を時間的に混合さ
せることによってカラー表示を行う方式であり、映像をみるユーザにおける残像効果を利
用することによって、ＲＧＢの各色の画像を１つの画像としてユーザに見せる。ここで、
フィールドシーケンシャル方式は、カラーフィルタ方式のようにカラーフィルタを用いな
いので、発光効率の低下は生じない。しかしながら、フリッカー（Flicker）や色われな
どによる画質の低下を防止しながらフィールドシーケンシャル方式を実現するためには、
所定のフレーム期間（例えば、１フレーム期間）においてＲＧＢの各色の画像を切り替え
る必要がある。そのため、フィールドシーケンシャル方式を用いる液晶ディスプレイでは
、カラーフィルタ方式を用いる液晶ディスプレイよりも約３倍の応答速度が必要となる。
ここで、例えば、カラーフィルタ方式を用いる液晶ディスプレイのフィールド周波数が６
０ＭＨｚである場合には、フィールドシーケンシャル方式を用いる液晶ディスプレイは、
１８０ＭＨｚ以上の周波数で動作しなければならない。また、動画特性を高めるためには
、フィールドシーケンシャル方式を用いる液晶ディスプレイにはさらに高い周波数動作が
要求されることとなる。上記のように１８０ＭＨｚ以上の周波数で動作する液晶ディスプ
レイを安定的に生産等することは現在の技術水準では困難であることから、フィールドシ
ーケンシャル方式を用いる液晶ディスプレイの実現は困難であるといえる。
【００４２】
　上記のように、非発光型の表示装置におけるカラーの映像の表示方式には、カラーフィ
ルタ方式と、フィールドシーケンシャル方式とが挙げられる。しかしながら、フィールド
シーケンシャル方式の実現は困難であることから、非発光型の表示装置では、カラーフィ



(12) JP 4720865 B2 2011.7.13

10

20

30

40

50

ルタ方式が用いられる。
【００４３】
　本発明の実施形態に係る表示装置１００では、上記（１）に示したように、第１の光源
、第２の光源という２種類の光源を備える。表示装置１００は、２種類の光源を備えるこ
とを利用し、カラーフィルタ方式とフィールドシーケンシャル方式との双方を用いること
によって、高画質化を図る。以下、より具体的に表示方式に係るアプローチについて説明
する。
【００４４】
（２－１）本発明の実施形態に係るカラーフィルタ方式
　表示装置１００は、ＲＧＢの三原色の光のうちの２つの色の光を透過させる第１のカラ
ーフィルタと、三原色の光のうちの２つの色の光を透過させ、かつ第１のカラーフィルタ
とは透過させる色が異なる第２のカラーフィルタとを画素ごとに備える。
【００４５】
　図８Ａ～図８Ｃは、本発明の実施形態に係るカラーフィルタの構成の一例を示す説明図
である。ここで、図８Ａは、本発明の実施形態に係るカラーフィルタの構成を示している
。また、図８Ｂ、図８Ｃは、光源において発せられる光と、図８Ａに示すカラーフィルタ
を透過する光の関係を示している。なお、図８Ａ～図８Ｃでは、説明の便宜上、第１の光
源、第２の光源を１つの光源として表現している。
【００４６】
〔１〕光源が非発光の場合（図８Ａ）
　図８Ａを参照すると、本発明の実施形態に係るカラーフィルタ（第１のカラーフィルタ
／第２のカラーフィルタ）は、例えば、Ｂの光およびＧの光を透過させるシアンフィルタ
（図８Ａの「Ｃ」に対応）と、Ｒの光およびＧの光を透過させるイエローフィルタ（図８
Ａの「Ｙ」に対応）とからなる。ここで、図８Ａに示すシアンフィルタ、イエローフィル
タのいずれか一方が第１のカラーフィルタに対応し、他方が第２のカラーフィルタに対応
する。なお、本発明の実施形態に係るカラーフィルタは、上記に限られず、例えば、マゼ
ンタフィルタで構成することもできる。
【００４７】
　図９は、本発明の実施形態に係るカラーフィルタの特性を示す説明図である。図９に示
すＣはシアンフィルタの特性を示しており、Ｙはイエローフィルタの特性を示してる。ま
た、図９に示すＭは、マゼンタフィルタの特性を示してる。ここで、Ｒの光は波長は約６
１０～７５０ｎｍであり、Ｇの光の波長は約５００～５６０ｎｍ、Ｂの光の波長は約４３
５～４８０ｎｍである。したがって、図９からも明らかなように、シアンフィルタはＢの
光およびＧの光、イエローフィルタはＲの光およびＧの光、そして、マゼンタフィルタは
Ｂの光およびＲの光を、それぞれ透過させる。
【００４８】
〔２〕光源がＲの光とＢの光を発する場合（図８Ｂ）
　光源がＲの光とＢの光を発する場合、シアンフィルタはＢの光を透過させ、イエローフ
ィルタはＲの光を透過させる。よって、上記の場合には、本発明の実施形態に係るカラー
フィルタは、光源が発するＢの光とＲの光の双方を透過させることができる。
【００４９】
　ここで、本発明の実施形態に係るカラーフィルタでは、従来のカラーフィルタ方式と同
様に、カラーフィルタそれぞれによる光吸収によって光源から発せられた光が減衰する。
従来のカラーフィルタ方式では、上述したように、ＲＧＢの三色のカラーフィルタそれぞ
れによる光吸収によって光源から発せられた光が約１／３に減衰する（すなわち、透過率
が約３３％となる。）。これに対して、本発明の実施形態に係るカラーフィルタは、図８
Ｂに示すように、ＲＧＢの三原色の光のうちの２つの色の光を透過させるカラーフィルタ
を２つ備える構成である。そのため、本発明の実施形態に係るカラーフィルタにおける光
吸収によって光源から発せられた光の減衰は、約１／２に抑えられる（すなわち、透過率
が約５０％となる。）。つまり、表示装置１００は、図８Ａに示すカラーフィルタを備え
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ることによって従来の表示装置よりも光源から発せられた光の透過率を高めることができ
るので、より高輝度の映像を表示することができる。したがって、表示装置１００は、高
画質化を図ることができる。
【００５０】
〔３〕光源がＧの光を発する場合（図８Ｃ）
　光源がＧの光を発する場合、シアンフィルタはＧの光を透過させ、イエローフィルタは
Ｇの光を透過させる。よって、上記の場合には、本発明の実施形態に係るカラーフィルタ
は、光源が発するＧの光を双方のフィルタを用いて透過させることができる。つまり、上
記の場合には、本発明の実施形態に係るカラーフィルタにおける光吸収によって光源から
発せられた光の減衰は防止されることとなる（すなわち、透過率を１００％とすることが
できる。）。
【００５１】
　よって、表示装置１００は、図８Ａに示すカラーフィルタを備えることによって従来の
表示装置よりも光源から発せられた光の透過率を高めることができるので、図８Ｃの場合
においてもより高輝度の映像を表示することができる。したがって、表示装置１００は、
高画質化を図ることができる。
【００５２】
　したがって、表示装置１００は、例えば図８Ａに示す構成のカラーフィルタ（第１のカ
ラーフィルタ／第２のカラーフィルタ）を備えることによって、高画質化を図ることがで
きる。なお、図８Ａ～図８Ｃに示す例では、表示装置１００は、Ｇの光の透過率を１００
％とすることができる。ここで、Ｇの光は、Ｒの光やＢの光と比較して視感度（luminosi
ty　factor）が高い。したがって、表示装置１００が、例えば図８Ａ～図８Ｃに示すよう
にＧの光の透過率を大きくすることによって、ユーザが感じる明るさをより一層高めるこ
とができる。
【００５３】
（２－２）本発明の実施形態に係るフィールドシーケンシャル方式
　表示装置１００は、例えば、図１、図２に示す光源（第１の光源／第２の光源）と、図
８Ａに示す構成のカラーフィルタ（第１のカラーフィルタ／第２のカラーフィルタ）を備
えることによって、図８Ｂ、図８Ｃに示すように光源が発する光に応じた光を透過させる
。そこで、表示装置１００は、例えば、以下のような処理を行うことによって、図８Ｂ、
図８Ｃに示すカラーフィルタから透過される光に対応する映像を表示パネルに表示させる
【００５４】
　表示装置１００は、１フレーム期間を第１サブフレームと第２サブフレームに分割し、
各サブフレームにおいて第１の光源または第２の光源のいずれかの光源を発光させる。そ
して、表示装置１００は、各光源の発光と同期して、第１入力光に対応する色の映像信号
、または第２入力光に対応する色の映像信号を、選択的に表示パネルに伝達し、映像信号
に応じた映像を表示させる。ここで、上記第１入力光に対応する色の映像信号、および第
２入力光に対応する色の映像信号は、例えば、表示装置１００の外部装置において生成さ
れた映像信号であってもよいし、表示装置１００が生成した映像信号であってもよい。ま
た、上記第１入力光に対応する色の映像信号、および第２入力光に対応する色の映像信号
とは、例えば、Ｒの画像を示す映像信号（以下では、「Ｒ信号」とよぶ場合がある。）、
Ｇの画像を示す映像信号（以下では、「Ｇ信号」とよぶ場合がある。）、Ｂの画像を示す
映像信号（以下では、「Ｂ信号」とよぶ場合がある。）をいう。
【００５５】
　図１０は、本発明の実施形態に係る高画質化を図るためのアプローチを説明するための
説明図である。例えば、第１入力光が図８Ｂに示すＲの光およびＢの光である場合には、
表示装置１００は、Ｒの画像を示す映像信号とＢの画像を示す映像信号とを表示パネルに
伝達する（図１０に示す第１サブフレーム）。また、第２入力光が図８Ｃに示すＧの光で
ある場合には、表示装置１００は、Ｇの画像を示す映像信号とを表示パネルに伝達する（
図１０に示す第２サブフレーム）。したがって、表示装置１００は、上記の場合、第１サ
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ブフレームにはＲの画像およびＢの画像を表示し、また、第２サブフレームにはＧの画像
を表示する。
【００５６】
　図１０に示すように、本発明の実施形態に係るフィールドシーケンシャル方式では、１
フレーム期間を２つのサブフレームに分割し、当該サブフレームごとに、光源の発光と同
期して、第１入力光に対応する色の映像または第２入力光に対応する色の映像を表示する
。上述したように従来のフィールドシーケンシャル方式はＲＧＢの各色を時間的に混合さ
せる方式であるため、１８０ＭＨｚ以上のフィールド周波数で動作させる必要がある。こ
れに対して、本発明の実施形態に係るフィールドシーケンシャル方式では、１フレーム期
間を２つのサブフレームに分割するので、１２０ＭＨｚ以上のフィールド周波数で動作さ
せればよい。したがって、本発明の実施形態に係るフィールドシーケンシャル方式は、従
来のフィールドシーケンシャル方式よりもフィールド周波数を２／３程度に下げることが
できるので、実現がより容易である（さらに述べれば、現在の技術水準で十分に対応可能
である。）。
【００５７】
　表示装置１００は、上記（２－１）、（２－２）に示したように、カラーフィルタ方式
とフィールドシーケンシャル方式との双方を用いる。これによって、表示装置１００は、
例えば、以下に示すような光源から発せられる光の利用効率を得ることができる。ここで
、以下では、カラーフィルタの透過率および表示時間に基づく輝度分析の結果を示してい
る。また、以下では、比較のために、従来のカラーフィルタ方式を用いる従来の表示装置
における光源から発せられる光の利用効率も併せて示している。
【００５８】
〔従来の表示装置〕
　・Ｒの輝度：３３％（透過率）×１００％（表示時間）＝３３％
　・Ｇの輝度：３３％（透過率）×１００％（表示時間）＝３３％
　・Ｂの輝度：３３％（透過率）×１００％（表示時間）＝３３％
〔本発明の実施形態に係る表示装置１００〕
　・Ｒの輝度：５０％（透過率）×５０％（表示時間）＝２５％
　・Ｇの輝度：１００％（透過率）×１００％（表示時間）＝１００％
　・Ｂの輝度：５０％（透過率）×５０％（表示時間）＝２５％
【００５９】
　上述したように、Ｇの光は、Ｒの光やＢの光と比較して視感度が高い。したがって、表
示装置１００は、上記のようにＧの輝度を従来のカラーフィルタ方式を用いる表示装置よ
りも高めることによって、ユーザが感じる明るさを従来のカラーフィルタ方式を用いる表
示装置よりもより一層高めることができる。したがって、表示装置１００は、従来のカラ
ーフィルタ方式を用いる表示装置よりもより高画質化を図ることができる。
【００６０】
　また、表示装置１００は、サブフレームごとに光源から発せられた光を１００％利用す
ることができるので、従来のカラーフィルタ方式を用いる従来の表示装置と比較して、光
の利用効率を以下のように高めることができる。
　・Ｒ：３３％（従来の表示装置）⇒５０％（表示装置１００）
　・Ｇ：３３％（従来の表示装置）⇒１００％（表示装置１００）
　・Ｂ：３３％（従来の表示装置）⇒５０％（表示装置１００）
【００６１】
　以上のように、表示装置１００は、第１の光源、第２の光源という２種類の光源を備え
、第１の光源、第２の光源のいずれか一方をＧの光を発する緑色発光ダイオードで構成し
、また、他方をＢの光を発する青色発光ダイオードで構成する（（１）のアプローチ）。
また、表示装置１００は、上記（２－１）に示すカラーフィルタ方式と、上記（２－２）
に示すフィールドシーケンシャル方式との双方を用いることによって、入力された映像信
号に応じた映像を表示パネルに表示する（（２）のアプローチ）。したがって、表示装置
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１００は、上述したアプローチを用いることによって、発光制御のためのフィードバック
系の不要化と高画質化とを図ることができる。
【００６２】
（本発明の実施形態に係る表示装置１００）
　次に、上述した本発明の実施形態に係るアプローチを実現することが可能な、本発明の
実施形態に係る表示装置１００の構成について説明する。図１１は、本発明の実施形態に
係る表示装置１００の構成の一例を示すブロック図である。
【００６３】
　図１１を参照すると、表示装置１００は、映像信号処理部１０２と、表示部１０４とを
備える。なお、図１１では、表示装置１００が、映像信号処理部１０２を備える構成を示
しているが、本発明の実施形態に係る表示装置１００の構成は、上記に限られない。例え
ば、表示装置１００は、映像信号処理部１０２を備えない構成、すなわち、映像信号処理
部１０２に相当する外部装置（例えば、画像処理装置）が処理した映像信号が入力される
構成とすることもできる。また、表示装置１００は、上記画像処理装置と共に、１つの電
子機器を構成することもできる（この場合、図１１に示す構成が、当該電子機器となる。
）。
【００６４】
　また、表示装置１００は、例えば、制御部（図示せず）や、ＲＯＭ（Read　Only　Memo
ry；図示せず）、ＲＡＭ（Random　Access　Memory；図示せず）、記憶部（図示せず）、
通信部（図示せず）、ユーザが操作可能な操作部（図示せず）などを備えてもよい。表示
装置１００は、例えば、データの伝送路としてのバス（bus）により上記各構成要素間を
接続する。また、表示装置１００は、例えば、各構成要素を駆動させる駆動電圧や、後述
する表示パネル１０８のコモン電極（対向電極）に印加する基準電圧などを供給する電源
を備えることもできる。なお、表示装置１００が、上記駆動電圧などを外部電源から得る
ことができることは、言うまでもない。
【００６５】
　制御部は、例えばＭＰＵ（Micro　Processing　Unit）などで構成され表示装置１００
全体を制御する。ＲＯＭは、制御部が使用するプログラムや演算パラメータなどの制御用
データを記憶する。ＲＡＭは、制御部により実行されるプログラムなどを一次記憶する。
記憶部は、表示装置１００が備える記憶手段であり、例えば、映像ファイルや画像ファイ
ル、アプリケーションなど様々なデータを記憶する。通信部は、外部装置と無線／有線で
通信を行うための表示装置１００が備える通信手段である。
【００６６】
　ここで、記憶部（図示せず）としては、例えば、ハードディスク（Hard　Disk）などの
磁気記録媒体や、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically　Erasable　and　Programmable　Read　O
nly　Memory）、フラッシュメモリ（flash　memory）、ＭＲＡＭ（Magnetoresistive　Ra
ndom　Access　Memory）、ＦｅＲＡＭ（Ferroelectric　Random　Access　Memory）、Ｐ
ＲＡＭ(Phase　change　Random　Access　Memory)などの不揮発性メモリ（nonvolatile　
memory）が挙げられるが、上記に限られない。また、通信部としては、例えば、通信アン
テナおよびＲＦ回路（無線通信）や、ＩＥＥＥ８０２．１５．１ポートおよび送受信回路
（無線通信）、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂポートおよび送受信回路（無線通信）、あるいは
ＬＡＮ端子および送受信回路（有線通信）などが挙げられるが、上記に限られない。また
、操作部（図示せず）としては、例えば、キーボードやマウスなどの操作入力デバイスや
、ボタン、方向キー、ジョグダイヤルなどの回転型セレクター、あるいは、これらの組み
合わせなどが挙げられるが、上記に限られない。
【００６７】
[表示装置１００のハードウェア構成例]
　図１２は、本発明の実施形態に係る表示装置１００のハードウェア構成の一例を示す説
明図である。図１２を参照すると、表示装置１００は、例えば、ＭＰＵ１５０と、ＲＯＭ
１５２と、ＲＡＭ１５４と、記録媒体１５６と、入出力インタフェース１５８と、操作入
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力デバイス１６０と、表示デバイス１６２と、通信インタフェース１６４とを備える。ま
た、表示装置１００は、例えば、データの伝送路としてのバス１６６で各構成要素間を接
続する。
【００６８】
　ＭＰＵ１５０は、表示装置１００全体を制御する制御部として機能する。また、ＭＰＵ
１５０は、表示装置１００において、映像信号処理部１０２の役目を果たすこともできる
。
【００６９】
　ＲＯＭ１５２は、ＭＰＵ１５０が使用するプログラムや演算パラメータなどの制御用デ
ータを記憶し、また、ＲＡＭ１５４は、ＭＰＵ１５０により実行されるプログラムなどを
一次記憶する。
【００７０】
　記録媒体１５６は、記憶部として機能し、例えば、映像ファイルやアプリケーションな
どを記憶する。ここで、記録媒体１５６としては、例えば、ハードディスクなどの磁気記
録媒体や、フラッシュメモリなどの不揮発性メモリが挙げられるが、上記に限られない。
【００７１】
　入出力インタフェース１５８は、例えば、操作入力デバイス１６０や、表示デバイス１
６２を接続する。操作入力デバイス１６０は、操作部として機能し、また、表示デバイス
１６２は、表示部１０４として機能する。
【００７２】
　ここで、入出力インタフェース１５８としては、例えば、ＵＳＢ（Universal　Serial
　Bus）端子や、ＤＶＩ（Digital　Visual　Interface）端子、ＨＤＭＩ（High-Definiti
on　Multimedia　Interface）端子などが挙げられるが、上記に限られない。また、操作
入力デバイス１６０は、例えば、ボタン、方向キー、ジョグダイヤルなどの回転型セレク
ター、あるいは、これらの組み合わせなど、表示装置１００上に備えられ、表示装置１０
０の内部で入出力インタフェース１５８と接続される。また、表示デバイス１６２は、例
えばＬＣＤなどの非発光型の表示デバイスであり、表示装置１００上に備えられ、表示装
置１００の内部で入出力インタフェース１５８と接続される。なお、入出力インタフェー
ス１５８は、表示装置１００の外部装置としての操作入力デバイス（例えば、キーボード
やマウスなど）や、表示デバイス（例えば、外部ディスプレイなど）と接続することもで
きることは、言うまでもない。
【００７３】
　通信インタフェース１６４は、表示装置１００が備える通信手段であり、外部装置と無
線／有線で通信を行うための通信部として機能する。ここで、通信インタフェース１６４
としては、例えば、通信アンテナおよびＲＦ回路（無線通信）や、ＬＡＮ端子および送受
信回路（有線通信）などが挙げられるが、上記に限られない。
【００７４】
　表示装置１００は、図１２に示すようなハードウェア構成によって、上述した本発明の
実施形態に係るアプローチを実現することができる。
【００７５】
　なお、本発明の実施形態に係る表示装置１００のハードウェア構成は、上記に限られな
い。例えば、本発明の実施形態に係る表示装置１００は、図１２に示す表示デバイス１６
２のみからなる構成、すなわち、後述する図１１に示す表示部１０４からなる構成とする
こともできる。上記の場合には、表示装置１００は、例えば、表示デバイスとして様々な
電子機器に組み込まれて使用されることとなる。
【００７６】
　再度図１１を参照して、表示装置１００の構成について説明する。映像信号処理部１０
２は、入力された映像信号に基づいて、ＲＧＢの三原色のうちの第１の色に対応する第１
映像信号、第２の色に対応する第２映像信号、および第３の色に対応する第３映像信号を
生成する。なお、以下では、第１映像信号がＲの画像を示す映像信号（Ｒ信号）、第２映
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像信号がＧの画像を示す映像信号（Ｇ信号）、そして第３映像信号がＢの画像を示す映像
信号（Ｂ信号）であるとして、説明するが、上記に限られないことは、言うまでもない。
【００７７】
　ここで、映像信号処理部１０２は、表示装置１００が備える制御部としてのＭＰＵがそ
の役目を果たすことができるが、上記に限られない。例えば、映像信号処理部１０２は、
第１映像信号、第２映像信号、および第３映像信号を生成するための専用の信号処理回路
や、汎用の信号処理回路で実現することができる。なお、映像信号処理部１０２は、ハー
ドウェアに限られず、例えば、ソフトウェア（信号処理ソフトウェア）で実現することも
できることは、言うまでもない。
【００７８】
　表示部１０４は、例えば図１、図２に示すような２種類の光源を有し、また、図８Ａに
示すようなカラーフィルタを画素ごとに備える。以下では、図２に示す光源（すなわち、
Ｒの光とＢの光を発する光源）を第１の光源とし、図１に示す光源（すなわち、Ｇの光を
発する光源）を第２の光源として説明する。また、以下では、表示装置１００が、図８Ａ
に示すカラーフィルタ（すなわち、シアンフィルタおよびイエローフィルタ）を画素ごと
に備える場合を例に挙げて説明する。したがって、第１の光源が発光した場合には、各カ
ラーフィルタは、Ｂの光とＲの光を透過させ（図８Ｂ）、また、第２の光源が発光した場
合には、各カラーフィルタは、Ｇの光を透過させることとなる（図８Ｃ）。
【００７９】
　したがって、表示装置１００は、第１の光源、第２の光源が緑色発光ダイオードまたは
青色発光ダイオードで構成された表示部１０４を備えることによって、発光制御のための
フィードバック系の不要化を図ることができる。
【００８０】
　また、表示部１０４は、第１の光源または第２の光源のいずれかを１フレーム期間内に
選択的に発光させることによって、１フレーム期間を２つのサブフレームに分割する。そ
して、表示部１０４は、第１の光源または第２の光源の選択的な発光と同期して、各サブ
フレームごとに、映像信号処理部１０２から伝達される映像信号（第１映像信号、第２映
像信号、および第３映像信号）に応じた映像を表示する。より具体的には、表示部１０４
が、例えば、第１サブフレームに第１の光源を発光させる場合には、第１の光源が発する
光に対応する第１映像信号（Ｒ信号）および第３映像信号（Ｂ信号）に応じた映像を表示
させる。また、表示部１０４が、例えば、第２サブフレームに第２の光源を発光させる場
合には、第２の光源が発する光に対応する第２映像信号（Ｇ信号）に応じた映像を表示さ
せる。
【００８１】
　したがって、表示部１０４は、上述した（２－１）に示す本発明の実施形態に係るカラ
ーフィルタ方式と、上述した（２－２）に示す本発明の実施形態に係るフィールドシーケ
ンシャル方式との双方を実現することができる。したがって、表示装置１００は、表示部
１０４を備えることによって、高画質化を図ることができる。
【００８２】
［表示部１０４の構成例］
　次に、本発明の実施形態に係る表示部１０４の構成の一例について説明する。表示部１
０４は、バックライトユニット１０６と、表示パネル１０８と、スキャンドライバ１１０
と、データドライバ１１２と、発光制御部１１４とを備える。
【００８３】
　バックライトユニット１０６は、第１の光源および第２の光源を備え、後述する発光制
御部１１４から伝達される第１発光信号および第２発光信号に基づいて、表示パネル１０
８にＲＧＢそれぞれの光を選択的に入力する。ここで、第１発光信号は、第１の光源を発
光させるための制御信号であり、また、第２発光信号は、第２の光源を発光させるための
制御信号である。
【００８４】



(18) JP 4720865 B2 2011.7.13

10

20

30

40

50

　なお、図１１では、バックライトユニット１０６が表示パネル１０８の下部に示されて
いるが、これは便宜上の表現である。本発明の実施形態に係るバックライトユニット１０
６は、例えば、表示パネル１０８の背面（映像をみるユーザ側からみたときの背面。以下
、同様とする。）に配置され、表示装置１００の正面（映像をみるユーザ側を指す。以下
、同様とする。）に向けて光を発する。また、バックライトユニット１０６の構成例につ
いては、表示パネル１０８の構成と共に示す。
【００８５】
　表示パネル１０８は、マトリクス状（行列状）に配置された複数の画素を備え、映像が
表示される表示画面としての役目を果たす。例えば、ＳＤ（Standard　Definition）解像
度の映像を表示するパネルは、少なくとも６４０×４８０＝３０７２００（データ線×走
査線）の画素を有し、カラー表示のために当該画素がＲ、Ｇ、Ｂのサブピクセル（sub　p
ixel）からなる場合には、６４０×４８０×３＝９２１６００（データ線×走査線×サブ
ピクセルの数）のサブピクセルを有する。同様に、例えば、ＨＤ（High　Definition）解
像度の映像を表示するパネルは、１９２０×１０８０の画素を有し、カラー表示の場合に
は、１９２０×１０８０×３のサブピクセルを有する。
【００８６】
　また、表示パネル１０８は、例えば、画素電極（図示せず）と当該画素電極を駆動させ
るための画素回路（図示せず）を画素ごとに備える。また、表示パネル１０８は、例えば
、各画素電極と所定の距離をおいて対向する面に対向電極（いわゆるコモン電極。図示せ
ず）を備え、画素が形成される面と、対向電極が備えられる面との間には、液晶層が形成
される。ここで、画素回路は、例えば、走査線から伝達される走査信号に応じてＯＮ／Ｏ
ＦＦするスイッチ素子を備え、データ線から伝達される映像信号に応じたデータ信号を画
素電極に印加する。上記のように、各画素回路が画素電極に選択的にデータ信号を印加す
ることによって、データ信号が印加された画素電極と対向電極との間に形成されるデータ
信号に応じた電界によって、当該画素電極と対向電極との間の液晶の配列を変化すること
となる。上記の動作によって、表示パネル１０８では、いわゆる液晶シャッターが実現さ
れる。ここで、上記スイッチ素子としては、例えば、薄膜トランジスタ（Thin　Film　Tr
ansistor）が挙げられるが上記に限られない。
【００８７】
　表示パネル１０８が、上記のような構成を有することによって、表示部１０４は、アク
ティブマトリクス方式で映像を表示することができる。なお、本発明の実施形態に係る表
示部１０４が、例えば、パッシブマトリクス方式で映像を表示することができることは、
言うまでもない。
【００８８】
〔バックライトユニット１０６、表示パネル１０８の構成例〕
　図１３は、本発明の実施形態に係るバックライトユニット１０６および表示パネル１０
８の構成例を示す説明図である。ここで、図１３は、バックライトユニット１０６および
表示パネル１０８を断面図として示している。なお、図１３は、説明の便宜上、各構成要
素を誇張して示している。
【００８９】
〔Ａ〕バックライトユニット１０６の構成例
　図１３を参照すると、バックライトユニット１０６は、光源１２０と、反射シート１２
２と、導光板１２４と、拡散シート１２６と、プリズムシート１２８とを備える。光源１
２０から発せられた光は、反射シート１２２や拡散シート１２６によって、導光板１２４
内で反射、拡散し、プリズムシート１２８を介して表示パネル１０８へと入力される。な
お、図１３では、説明の便宜上光源から発せられた光の反射を示しているが、光の拡散も
行われる。
【００９０】
＜光源１２０の構成例＞
　図１４は、本発明の実施形態に係る光源１２０の構成の一例を示す説明図である。図１
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４を参照すると、光源１２０は、１または２以上の光源ユニット１７０を備える。また、
各光源ユニットは、第１の光源１７２と第２の光源１７４とからなる。ここで、図１４で
は、３つの光源ユニット１７０ａ～１７０ｃを示しているが、本発明の実施形態に係る光
源ユニットが、３つに限られないことは、言うまでもない。また、上述したように、以下
では、第１の光源１７２ａ～１７２ｃが図２の構成（Ｒの光とＢの光を発する構成）を有
し、第２の光源１７４ａ～１７４ｃが図１の構成（Ｇの光を発する構成）を有するものと
して説明する。
【００９１】
　各光源ユニットには、発光制御部１１４から第１発光信号と第２発光信号とが伝達され
、伝達される第１発光信号に応じて第１の光源が発光し、また、伝達される第２発光信号
に応じて第２の光源が発光する。例えば、伝達される第１発光信号がハイレベルの信号で
ある場合には、第１の光源はＲの光とＢの光を発光し、また、ハイレベルの第１発光信号
が伝達されない場合（例えば、ローレベルの信号である場合や、伝達されない場合。）に
は、第１の光源は発光しない。同様に、伝達される第２発光信号がハイレベルの信号であ
る場合には、第２の光源はＧの光を発光し、また、ハイレベルの第２発光信号が伝達され
ない場合（例えば、ローレベルの信号である場合や、伝達されない場合。）には、第２の
光源は発光しない。
【００９２】
　上記のように、光源１２０が、発光制御部１１４から伝達される第１発光信号および第
２発光信号に応じて発光することによって、表示装置１００は、１フレーム期間を２つの
サブフレームに分割することができる。また、光源１２０は、図１、図２に示すように緑
色発光ダイオードまたは青色発光ダイオードで構成された第１の光源、第２の光源を備え
ることによって、発光制御のためのフィードバック系の不要化を図ることができる。
【００９３】
〔Ｂ〕表示パネル１０８の構成例
　再度図１３を参照して表示パネル１０８の構成例について説明する。表示パネル１０８
は、偏光板１３０、１３２と、第１のガラス基盤１３４と、第２のガラス基盤１３６と、
液晶層１３８とを備える。
【００９４】
　第１のガラス基盤１３４は、表示パネルの背面側に備えられるガラスで構成された基盤
であり、第１のガラス基盤１３４には、上述した走査線、データ線、および画素回路が形
成される。なお、上記走査線はスキャンドライバ１１０と接続され、走査線には、スキャ
ンドライバ１１０から走査信号が伝達される。また、上記データ線にはデータドライバ１
１２が接続され、データ線には、データドライバ１１２から映像信号に応じたデータ信号
が伝達される。
【００９５】
　第２のガラス基盤１３６は、表示パネルの正面側に備えられるガラスで構成された基盤
であり、上述した対向電極が形成される。また、第２のガラス基盤１３６の内表面（第１
のガラス基盤１３４側）には、図８Ａに示すようなカラーフィルタ１４０が画素ごとに設
けられる。
【００９６】
　したがって、表示パネル１０８は、第１のガラス基盤１３４に伝達される走査信号およ
びデータ信号に応じて、液晶層１３８の配列を選択的に変化させることができる。ここで
、液晶層１３８は、例えば、ＴＮ（Twisted　Nematic）液晶や、ＳＴＮ（Super　Twisted
　Nematic）液晶で形成することができるが、上記に限られない。
【００９７】
　表示パネル１０８は、上記のような構成を有することによって、バックライトユニット
１０６から入力される光（第１入力光／第２入力光）を用いて、映像信号に応じた映像を
表示することができる。
【００９８】
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　再度図１１を参照して、表示部１０４の構成について説明する。スキャンドライバ１１
０は、各走査線に走査信号を選択的に印加する。ここで、スキャンドライバ１１０は、例
えば、発光制御部１１４から伝達される同期信号に基づいて走査線に選択的に走査信号を
印加することができる。
【００９９】
　データドライバ１１２は、発光制御部１１４から伝達される映像信号（第１映像信号／
第２映像信号／第３映像信号）に基づいて、各データ線に映像信号に応じたデータ信号を
印加する。
【０１００】
　発光制御部１１４は、バックライトユニット１０６に対して、第１の光源、第２の光源
を発光させるための第１発光信号および第２発光信号を選択的に伝達する。
【０１０１】
　図１５は、本発明の実施形態に係る第１発光信号、第２発光信号の一例を示す説明図で
ある。ここで、以下では、第１発光信号、第２発光信号がハイレベル（図１５に示すＨ）
のとき、第１の光源、第２の光源を発光させ、ローレベル（図１５に示すＬ）のとき、第
１の光源、第２の光源を発光させないものとして説明する。なお、図１５に示すローレベ
ルが０（ゼロ）を示す場合には、発光制御部１１４は、第１発光信号、第２発光信号がハ
イレベルのときのみ、第１発光信号、第２発光信号をバックライトユニット１０６に伝達
することに相当する。また、第１の光源、第２の光源を発光させるための発光信号（第１
発光信号、第２発光信号）が、上記に限られないことは、言うまでもない。
【０１０２】
　図１５を参照すると、発光制御部１１４は、第１サブフレームでは、ハイレベルの第１
発光信号をバックライトユニット１０６に伝達し、ハイレベルの第２発光信号は伝達しな
い。また、第２サブフレームでは、ハイレベルの第２発光信号をバックライトユニット１
０６に伝達し、ハイレベルの第１発光信号は伝達しない。よって、バックライトユニット
１０６では、第１サブフレームにおいて第１の光源１７２が発光し、第２サブフレームに
おいて第２の光源１７４が発光することとなる。
【０１０３】
　発光制御部１１４が図１５に示すような発光信号（第１発光信号、第２発光信号）をバ
ックライトユニット１０６に伝達することによって、表示装置１００は、１フレーム期間
を２つのサブフレームに分割することができる。
【０１０４】
　また、発光制御部１１４は、映像信号処理部１０２から伝達される映像信号（第１映像
信号／第２映像信号／第３映像信号）に基づいて、第１サブフレームには、第１映像信号
（Ｒ信号）および第３映像信号（Ｂ信号）をデータドライバ１１２に伝達する。また、発
光制御部１１４は、第２サブフレームには、第２映像信号（Ｇ信号）をデータドライバ１
１２に伝達する。そして、発光制御部１１４は、データドライバ１１２への映像信号の伝
達と同期して、スキャンドライバ１１０に同期信号を伝達する。
【０１０５】
　上記の構成により、発光制御部１１４は、各サブフレームにおいて光源（第１の光源／
第２の光源）が発する光に対応する映像を、表示パネル１０８に表示させることができる
。したがって、表示装置１００では、上述した（２－２）に示す本発明の実施形態に係る
フィールドシーケンシャル方式が実現される。ここで、発光制御部１１４は、例えば、タ
イミングコントローラなどを備えることによって、バックライトユニット１０６、スキャ
ンドライバ１１０、データドライバ１１２それぞれに各種信号を同期して伝達することが
できるが、上記に限られない。
【０１０６】
　表示装置１００は、上記のような構成の表示部１０４を備えることによって、発光制御
のためのフィードバック系の不要化と、高画質化を図ることができる。
【０１０７】
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　以上のように、本発明の実施形態に係る表示装置１００は、第１の光源と第２の光源と
いう２種類の光源を備える。第１の光源、第２の光源は、いずれか一方がＧの光を発する
緑色発光ダイオードで構成され、また、他方はＢの光を発する青色発光ダイオードで構成
される。また、第１の光源、第２の光源は、いずれか一方がＲの蛍光体を備えることによ
って、Ｒの光を実現する。ここで、緑色発光ダイオードと青色発光ダイオードとは同様の
特性を有するので、これらを光源として用いることによって、表示装置１００は、例えば
、動作温度や経時変化により生じうる光源が発する光のバランスが崩れることを防止する
ことができる。つまり、表示装置１００では、従来の表示装置のように、フィードバック
によって発光制御を行う必要はない。したがって、表示装置１００は、発光制御のための
フィードバック系の不要化を図ることができる。また、表示装置１００が、例えば可搬型
の機器（いわゆるモバイル機器）に適用された場合には、表示装置１００は、当該可搬型
の機器のより一層の小型化や軽量化に寄与することができる。
【０１０８】
　また、表示装置１００は、上述した（２－１）に示すカラーフィルタ方式と、上述した
（２－２）に示すフィールドシーケンシャル方式との双方を用いることによって、入力さ
れた映像信号に応じた映像を表示パネルに表示する。ここで、表示装置１００は、ＲＧＢ
の三原色の光のうちの２つの色の光を透過させる第１のカラーフィルタと、三原色の光の
うちの２つの色の光を透過させかつ第１のカラーフィルタとは透過させる色が異なる第２
のカラーフィルタとを画素ごとに備える＜カラーフィルタ方式＞。また、表示装置１００
は、第１の光源と第２の光源とを１フレーム期間内で選択的に発光させることによって、
１フレーム期間を２つのサブフレームに分割する。そして、表示装置１００は、第１の光
源、第２の光源の発光と同期して、第１の光源が発する光（第１入力光）に対応する色の
映像または第２の光源が発する光（第２入力光）に対応する色の映像をサブフレームごと
に表示する＜フィールドシーケンシャル方式＞。上記のようにカラーフィルタ方式とフィ
ールドシーケンシャル方式との双方を用いることによって、表示装置１００は、サブフレ
ームごとに光源から発せられた光を、従来のカラーフィルタ方式を用いる従来の表示装置
よりもより効率よく使用することができる。また、表示装置１００は、カラーフィルタ方
式とフィールドシーケンシャル方式との双方を用いることによって、ユーザが感じる明る
さを従来のカラーフィルタ方式を用いる表示装置よりもより一層高めることができる。し
たがって、表示装置１００は、従来のカラーフィルタ方式を用いる表示装置よりもより高
画質化を図ることができる。
【０１０９】
　さらに、本発明の実施形態に係るフィールドシーケンシャル方式は、従来のフィールド
シーケンシャル方式よりもフィールド周波数を２／３程度に下げることができる。したが
って、表示装置１００は、本発明の実施形態に係るフィールドシーケンシャル方式を従来
のフィールドシーケンシャル方式よりも容易に実現することができる。
【０１１０】
　したがって、表示装置１００は、（別途の光源を有する非発光型の表示装置において）
発光制御のためのフィードバック系の不要化と高画質化とを図ることができる。
【０１１１】
　以上、本発明の実施形態として表示装置１００を挙げて説明したが、本発明の実施形態
は、かかる形態に限られない。本発明の実施形態は、例えば、ＵＭＰＣ（Ultra　Mobile
　Personal　Computer）やＰＤＡ（Personal　Digital　Assistant）などのコンピュータ
、携帯電話やＰＨＳ（Personal　Handyphone　System）などの携帯型通信装置、ＷＡＬＫ
　ＭＡＮ（登録商標）などの映像／音楽再生装置、ＰｌａｙＳｔａｔｉｏｎ　Ｐｏｒｔａ
ｂｌｅ（登録商標）などの携帯型ゲーム機、ＬＣＤやＤＭＤなどの別途の光源を有する非
発光型の表示装置など、様々な電子機器に適用することができる。
【０１１２】
（本発明の実施形態に係る表示方法）
　次に、本発明の実施形態に係る表示装置１００に適用することが可能な、本発明の実施
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形態に係る表示方法について説明する。つまり、以下に示す表示方法は、表示装置１００
が、上述した第１の光源および第２の光源の２種類の光源と、上述した第１のカラーフィ
ルタおよび第２のカラーフィルタを画素ごとに備えた表示パネルとを備えていることを前
提としている。図１６は、本発明の実施形態に係る表示方法の一例を示す流れ図である。
【０１１３】
　表示装置１００は、映像を表示するか否かを判定する（Ｓ１００）。ここで、表示装置
１００は、映像信号が入力されたか否かや、操作部（図示せず）からユーザ操作に基づく
所定の操作信号が伝達されたか否かなどに基づいて、ステップＳ１００の判定を行うこと
ができる。
【０１１４】
　ステップＳ１００において映像を表示すると判定されない場合には、表示装置１００は
、処理を進めない。
【０１１５】
　また、ステップＳ１００において映像を表示すると判定された場合には、表示装置１０
０は、所定の時間の間、第１発光信号を第１の光源に伝達する（Ｓ１０２；第１ステップ
）。ここで、第１発光信号は、第１の光源を発光させるための制御信号である。表示装置
１００は、例えば、図１５に示すようにハイレベルの第１発光信号を第１の光源に伝達す
ることによって、第１の光源を発光させるが、上記に限られない。また、上記所定の時間
としては、例えば、１フレーム期間の１／２に相当する時間が挙げられるが、上記に限ら
れない。例えば、表示装置１００は、「（１フレーム期間）＞（ステップＳ１０２におけ
る所定の時間）」の関係を満たす所定の時間の間、第１発光信号を第１の光源に伝達する
こともできる。上記のように表示装置１００が、１フレーム期間内の所定の時間の間、第
１発光信号を第１の光源に伝達することによって、表示装置１００は、第１サブフレーム
を生成することができる。
【０１１６】
　表示装置１００は、ステップＳ１０２における第１発光信号の伝達と同期して、第１の
光源が発する光（第１入力光）に対応する色の映像信号（第１映像信号／第２映像信号／
第３映像信号）を表示パネルに伝達する（Ｓ１０４；第２ステップ）。ここで、上記映像
信号（第１映像信号／第２映像信号／第３映像信号）は、例えば、表示装置１００が備え
る映像信号処理部１０２で生成されたものであってもよいし、表示装置１００に入力され
たものであってもよい。
【０１１７】
　ステップＳ１０２における第１発光信号の伝達、およびステップＳ１０４における映像
信号の伝達が完了すると、表示装置１００は、所定の時間の間、第２発光信号を第２の光
源に伝達する（Ｓ１０６；第３ステップ）。ここで、第２発光信号は、第２の光源を発光
させるための制御信号である。表示装置１００は、例えば、図１５に示すようにハイレベ
ルの第２発光信号を第２の光源に伝達することによって、第２の光源を発光させるが、上
記に限られない。また、上記所定の時間としては、ステップＳ１０２と同様に、例えば、
１フレーム期間の１／２に相当する時間が挙げられるが、上記に限られない。例えば、表
示装置１００は、１フレーム期間からステップＳ１０２における所定の時間を差し引いた
残りの時間を、ステップＳ１０４における所定の時間とすることもできる。上記のように
表示装置１００が、１フレーム期間内の所定の時間の間、第２発光信号を第２の光源に伝
達することによって、表示装置１００は、第２サブフレームを生成することができる。
【０１１８】
　表示装置１００は、ステップＳ１０６における第２発光信号の伝達と同期して、第２の
光源が発する光（第２入力光）に対応する色の映像信号（第１映像信号／第２映像信号／
第３映像信号）を表示パネルに伝達する（Ｓ１０８；第４ステップ）。
【０１１９】
　ステップＳ１０２～ステップＳ１０８の処理が行われることによって、表示装置１００
は、１フレーム期間を２つのサブフレームに分割し、各サブフレームにおいて対応する映
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像を表示パネルに表示することができる。
【０１２０】
　ステップＳ１０６における第２発光信号の伝達、およびステップＳ１０８における映像
信号の伝達が完了すると、表示装置１００は、映像の表示を終了するか否かを判定する（
Ｓ１１０）。ここで、表示装置１００は、ステップＳ１００と同様に、映像信号が入力さ
れたか否かや、操作部（図示せず）からユーザ操作に基づく所定の操作信号が伝達された
か否かに基づいて、ステップＳ１１０の判定を行うことができる。
【０１２１】
　ステップＳ１１０において映像の表示を終了すると判定されない場合には、表示装置１
００は、ステップＳ１０２からの処理を繰り返す。したがって、上記の場合には、表示装
置１００は、表示画面（表示パネル）に映像を表示させ続ける。また、ステップＳ１１０
において映像の表示を終了すると判定された場合には、表示装置１００は、映像の表示を
終了する。
【０１２２】
　表示装置１００は、図１６に示す表示方法を用いることによって、上述した（２－１）
に示すカラーフィルタ方式と、上述した（２－２）に示すフィールドシーケンシャル方式
との双方を実現することができる。また、図１６に示す表示方法を用いる表示装置１００
は、いずれか一方がＧの光を発する緑色発光ダイオードで構成され、また、他方がＢの光
を発する青色発光ダイオードで構成される第１の光源および第２の光源を備える。したが
って、表示装置１００は、図１６に示す表示方法を用いることによって、（別途の光源を
有する非発光型の表示装置において）発光制御のためのフィードバック系の不要化と高画
質化とを図ることができる。
【０１２３】
［本発明の実施形態に係るプログラム］
　上述した本発明の実施形態に係る表示方法は、プログラムによって実現することができ
る。したがって、コンピュータを、本発明の実施形態に係る表示装置１００として機能さ
せるためのプログラム（上述した表示方法を実現するプログラム）によって、（別途の光
源を有する非発光型の表示装置において）発光制御のためのフィードバック系の不要化と
高画質化とを図ることができる。
【０１２４】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【０１２５】
　例えば、上記では、コンピュータを、本発明の実施形態に係る表示装置１００として機
能させるためのプログラム（コンピュータプログラム）が提供されることを示したが、本
発明の実施形態は、さらに、上記プログラムを記憶させた記憶媒体も併せて提供すること
ができる。
【０１２６】
　上述した構成は、本発明の実施形態の一例を示すものであり、当然に、本発明の技術的
範囲に属するものである。
【図面の簡単な説明】
【０１２７】
【図１】本発明の実施形態に係る第１の光源（第１の発光部）、第２の光源（第２の発光
部）の構成例を説明するための説明図である。
【図２】本発明の実施形態に係る第１の光源（第１の発光部）、第２の光源（第２の発光
部）の構成例を説明するための説明図である。
【図３】本発明の実施形態に係る第１の光源（第１の発光部）、第２の光源（第２の発光
部）の構成例を説明するための説明図である。
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【図４】本発明の実施形態に係る第１の光源（第１の発光部）、および第２の光源（第２
の発光部）のスペクトルイメージの一例を示す説明図である。
【図５Ａ】本発明の実施形態に係る発光制御のためのフィードバック系の不要化を図るた
めのアプローチを説明するための第１の説明図である。
【図５Ｂ】本発明の実施形態に係る発光制御のためのフィードバック系の不要化を図るた
めのアプローチを説明するための第１の説明図である。
【図５Ｃ】本発明の実施形態に係る発光制御のためのフィードバック系の不要化を図るた
めのアプローチを説明するための第１の説明図である。
【図６】本発明の実施形態に係る発光制御のためのフィードバック系の不要化を図るため
の光源に係るアプローチを説明するための第２の説明図である。
【図７】図２に示す構成の光源と、赤色発光ダイオードを備える光源とにおける経時劣化
の一例を示す説明図である。
【図８Ａ】本発明の実施形態に係るカラーフィルタの構成の一例を示す説明図である。
【図８Ｂ】本発明の実施形態に係るカラーフィルタの構成の一例を示す説明図である。
【図８Ｃ】本発明の実施形態に係るカラーフィルタの構成の一例を示す説明図である。
【図９】本発明の実施形態に係るカラーフィルタの特性を示す説明図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る高画質化を図るためのアプローチを説明するための説
明図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る表示装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図１２】本発明の実施形態に係る表示装置のハードウェア構成の一例を示す説明図であ
る。
【図１３】本発明の実施形態に係るバックライトユニットおよび表示パネルの構成例を示
す説明図である。
【図１４】本発明の実施形態に係る光源の構成の一例を示す説明図である。
【図１５】本発明の実施形態に係る第１発光信号、第２発光信号の一例を示す説明図であ
る。
【図１６】本発明の実施形態に係る表示方法の一例を示す流れ図である。
【符号の説明】
【０１２８】
　１００　　表示装置
　１０２　　映像信号処理部
　１０４　　表示部
　１０６　　バックライトユニット
　１０８　　表示パネル
　１１４　　発光制御部
　１２０　　光源
　１４０　　カラーフィルタ
　１７０　　光源ユニット
　１７２　　第１の光源
　１７４　　第２の光源
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